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社会的な背景・課題
慢性創傷、糖尿病性足潰瘍、褥瘡などの創傷診療は、高齢化の進
行に伴い急速に需要が増加しています。一方で、創傷評価は専門
医の経験に依存する部分が大きく、施設間・評価者間でばらつき
が生じます。また、創傷管理には継続的な観察が必要であり、医
療従事者の負担増加や医療資源不足が大きな社会課題となってい
ます。

従来の技術・課題
既存の画像解析技術は創傷面積測定や単純な分類に留まるものが多
く、感染徴候・壊死組織・肉芽形成・滲出液などの臨床的に重要な
情報を総合的に評価することは困難です。また、限られた種類の創
傷のみを対象としたシステムが多く、実臨床への導入には課題があ
ります。

想定される活用例

• 医療機関における創傷診断支援

• 在宅医療・訪問看護での遠隔モニタリング

• 高齢者施設での褥瘡管理

• 臨床試験における客観的評価指標

• 医療DX・遠隔医療プラットフォームへの実装

• 海外市場を含めた創傷管理ソリューションへの展
開

技術のポイント

実用化に向けた今後の展開

連携について
• AI・画像解析技術
• 医療機器・デジタルヘルス
• 電子カルテ・医療DX
• 遠隔医療・訪問看護システム
• 創傷被覆材・創傷管理製品
• 臨床試験・薬事・事業化支援
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現在、AIアルゴリズムの開発・性能検証
を進めています。今後は企業との共同
研究を通じてUI/UXの最適化、前向き臨
床試験、PMDA相談を進め、SaMDとして
の薬事承認・社会実装を目指します。

• AIによる創傷画像の高精度解析
• 創傷状態を客観的かつ定量的に評価
スマートフォンで撮影した画像をその
まま解析
• 専門医が不足する医療現場で診断を
支援

• SaMD（プログラム医療機器）とし
ての実用化を目指して開発

• 電子カルテ・遠隔医療との連携を見
据えた拡張性
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